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東⽇本⼤震災に継続して⽣じた東京電⼒福島第⼀原
⼦⼒発電所事故から3年以上が経過しました。被災地の
外では事故に対する記憶の⾵化が進みつつある⼀⽅で、
福島の農・畜・⽔産物に対する⾵評は根強く残ってお
り、被災地の「復興」は遅々として進んでおりません。

2012年9⽉に設⽴した【家畜と農地の管理研究会
（http://liffn.jp/）】は、「復興⽀援」を⽬的に掲げ、
岩⼿⼤学・北⾥⼤学の研究者を中⼼に、被災地に⽣き
るこれらの⽜の健康状態や、農畜産業を取り巻く現状
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の調査・研究として、⼟壌や⽜の体内に含まれる放射性ストロンチウムの研究を⾏ってい
ます。セシウムは摂取しても体内からおよそ60⽇の半減期で減少します。⼀⽅、ストロン
チウムは取り込まれると⾻に⻑期間集積し、摂取が継続することで蓄積する可能性がある
ことから、放射性ストロンチウムの測定は内部被曝のリスク推定に重要な核種であると捉
えています。

この度、家畜と農地の管理研究会が管轄している⽜群のうち、帰還困難区域である浪江
町⼩丸地区に飼養されている⿊⽑和種成⽜において、2013年より「放牧が汚染牧野および
⽜に与える影響等調査」を⾏っておりますが、この度、⼟壌と⽣体におけるSr-90測定に関
する検査⾵景を北⾥⼤学（家畜と農地の管理研究会・研究者所属⼤学）において、
メディア限定で初公開いたします。

ぜひ、ご取材をご検討いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。

【 公開⽇時 】*メディア限定公開となります
2014年10⽉18⽇（⼟）13:00〜公開予定

【 場所 】
北⾥⼤学 ⼗和⽥キャンパス 本館 A31教室（3F）

※本館の会場は⼟⾜厳禁の為できればスリッパ等ご持参ください。
http://www.kitasato.ac.jp/access/towada/


